
　医療従事者のホルマリン暴露を防ぎ、健康と安全を守る病理検体回
収用容器。医療現場には、病棟や外来、クリニックなどの空間的・費
用的な理由から局所排気装置の設置が困難な場所が存在するが、そこ
でもホルマリン入り検体容器を使う必要がある。従来の容器はホルマリ
ンがあらかじめ容器内に充填されているため、ふたを開けて検体を入れ
る際に気化したホルマリンを吸い込むリスクがあり、健康被害や作業環
境の悪化が懸念されていた。
　「セーフキャップ」はふた部分にホルマリン溶液を入れてフィルムで封印。検体を入れてふたを閉めると容
器内部のカッター部分がフィルムを破り、ホルマリンが自動的に容器へ流れ落ちる構造にした。これにより、
ホルマリンは常に密閉され、外に出ることが無くなり、懸念されていた問題が解決した。
　また、開発段階で実際に使用する医療現場の人たちから、形状や仕組み、使い勝手などの意見を取り入
れ、従来の容器と全く同じ「ふたを閉める」という動作のみで作業が完結するようにした。そのため、新し
い道具を導入する際に課題となる追加の訓練が不要で、習熟不足による誤操作の心配がない。
　価格は従来の容器と同程度。部品を2点に絞り、自社設備で生産することで低価格を実現した。さらに
セーフキャップの導入で暴露対策としてコストのかかる局所排気装置の設置や作業環境測定が不要となるた
め、医療機関の運用面・経営面にも貢献できる。
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